
資料２－１
周産期医療協議会・災害対策部会

令和３年度事業実施結果及び令和４年度事業計画（案）

１ 令和３年度事業実施結果

（１）災害対策部会の開催

○開 催 日 令和３年１２月２日（木）

○内 容 １）小児周産期リエゾン災害訓練について

２）徳島県周産期災害対策マニュアル改訂について

【決定事項】

・全てのリエゾンが発災時、災害対策本部の立ち上げが実施できるよう、

マニュアル策定に関与したリーダー的リエゾンと

毎年養成される新リエゾンがペアとなり訓練を実施する

・災害時、各医療機関がシステム入力できるようマニュアルに手順を追加

新（２）小児周産期医療における災害対策研修会

○開 催 日 令和４年１月２９日(土)

○目 的

・災害対策について地域医療機関に周知を図ること

・県全体の災害時の組織体制や活動を知り周産期分野との連動を図ること

○内 容

１）徳島県全般の災害医療体制について

徳島県立中央病院 三村誠二先生

２）徳島県の周産期災害医療体制等・マニュアルについて

徳島大学病院 中川竜二先生

３）コロナウイルス感染蔓延から災害時の妊産婦医療体制を考える

３－１）災害時小児周産期リエゾンから 徳島大学病院 加地剛先生

３－２）一次施設から 遠藤産婦人科 遠藤聡子先生

○参 加 者 ４０名 職種:医師（産科・小児科）、看護師・助産師、保健師等

（３）小児周産期リエゾン災害訓練

「日本産科婦人科学会大規模災害対策情報システム」への被災応需状況の入力

○入力期間 令和４年１月２５日（火）から令和４年１月２８日（金）まで

○内容と実績 資料２－２

（４）小児周産期リエゾン研修の受講

４名が修了（オンライン研修）資料２－３

（５）その他

・「防災ノート～赤ちゃんとママを守るために～」等活用した普及啓発の推進



２ 令和４年度事業計画（案）

（１）災害対策部会の開催

○開催回数 年２回程度（訓練及び訓練前の事前会議を含む）

○内 容

１）災害訓練や研修の企画、運営

・アクションカードの見直し等マニュアルの追加修正

２）災害訓練の実施

・県内産科医療機関と連携した災害訓練の実施

・新リエゾンの訓練参画

※県及び全国単位等で実施される訓練があれば参加等検討

（２）小児周産期リエゾン研修の受講

２名養成分の予算要求中

（３）その他

「防災ノート～赤ちゃんとママを守るために～」の更新等及び

全妊婦への配布防災に関する普及啓発等の推進



３　入力方法等について

４　各医療機関　入力被災想定について

医療機関名 被災状況（施設・ライフライン） 分娩取扱い／帝王切開／外来診療 搬送

徳島大学病院 分娩取扱い可／帝王切開可／外来診療不可 母体可・新生児可

徳島県立中央病院 分娩取扱い可／帝王切開可／外来診療不可 母体可

徳島市民病院 分娩取扱い可／帝王切開可／外来診療不可 母体可

徳島県鳴門病院 軽度損壊、ライフラインダメージ 分娩取扱い可／帝王切開不可／外来診療不可

吉野川医療センター 軽度損壊、ライフラインダメージ 分娩取扱い可／帝王切開不可／外来診療可

徳島赤十字病院 浸水、ライフラインダメージ 分娩取扱い不可／帝王切開不可／外来診療不可

阿南医療センター 浸水、ライフラインダメージ 分娩取扱い不可／帝王切開不可／外来診療不可

徳島県立海部病院 浸水、ライフラインダメージ 分娩取扱い不可／帝王切開不可／外来診療不可

西部 つるぎ町半田病院 分娩取扱い可／帝王切開可／外来診療可 母体可

恵愛レディーズクリニック 軽度損壊、浸水 分娩取扱い不可／帝王切開不可／外来診療不可

祖川産婦人科クリニック 軽度損壊 分娩取扱い不可／帝王切開不可／外来診療可

ﾒｲﾌﾟﾙｸﾘﾆｯｸ高橋産婦人科 軽度損壊 分娩取扱い不可／帝王切開不可／外来診療可

中山産婦人科 軽度損壊、断水 分娩取扱い不可／帝王切開不可／外来診療不可

遠藤産婦人科 軽度損壊、断水 分娩取扱い不可／帝王切開不可／外来診療不可

なかたに産婦人科 軽度損壊、断水 分娩取扱い不可／帝王切開不可／外来診療不可

５　入力実績

南海トラフ地震等災害発生の確率が高まる中、平時からの備えとして、
今年度は全施設が入力訓練にご参加いただけますようご協力のほどお願いいたします。

　・システムのログイン方法（IDとパスワードを再確認）ください

　・各医療機関の参集状況等あらゆるケースを想定のうえ職員間で入力操作の訓練を実施ください

○PEACE入力方法　動画

　・ログイン後、４　各医療機関の被災想定に沿って入力ください

■各医療機関の被災想定

東部

南部

東部

□令和元年度より実施している入力訓練の実績

　　令和元年度：１７医療機関中１４医療機関が正確に入力を実施されていました
　　令和 ２年度：１６医療機関中１０医療機関が正確に入力を実施されていました

　・日本産科婦人科学会のホームページ上には、入力マニュアルや入力方法の説明動画が公開されています

https://www.jsog.or.jp/modules/disaster/index.php?content_id=1
○日本産科婦人科学会ホームページ

https://www.jsog.or.jp/modules/disaster/index.php?content_id=5

緊急・災害時において、複数の産婦人科施設が被災した場合、
各医療機関の周産期医療情報を各施設が公開し、他施設の被災状況を情報共有し、
搬送の可否や施設運用に必要な情報を随時更新することで、
近隣施設や全国規模の支援要請に活用できるインターネット上の情報共有システムです。

令和３年度小児周産期リエゾン災害訓練
日本産科婦人科学会　大規模災害対策情報システム　PEACE　入力シート

１　システムについて

２　訓練について

　・同封の入力マニュアル（日本産科婦人科学会HPより抜粋）をご参照ください

★令和３年度実績

分娩取扱いのある施設

１５医療機関全てが入力訓練に参加のうえ

正確に入力を実施いただきました

資料２－２
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資料２-３

登録病院名
（現所属）

所属 職種 氏名
*養成研修
受講年度

1 徳島大学病院 産科婦人科 産婦人科医師 加地　剛 平成28年度

2 徳島大学病院 小児科 小児科・新生児医師 中川　竜二 平成28年度

3
徳島大学病院

（徳島県立中央病院）
産科婦人科 産婦人科医師 米谷　直人 平成29年度

4 徳島大学病院 小児科 小児科・新生児医師 須賀　健一 平成29年度

5 徳島大学病院 看護部 (副看護部長) 助産師 上田　美香 平成29年度

6 徳島大学病院 小児科 小児科・新生児医師 漆原　真樹 平成30年度

7 徳島大学病院 周産母子センター 助産師 三木　香織 平成30年度

8
徳島大学病院

（祖川産婦人科クリニック）
産科婦人科 産婦人科医師 祖川　英至 令和元年度

9
徳島市民病院

（徳島大学病院）
小児科 小児科・新生児医師 鈴江　真史 令和元年度

10
徳島県立中央病院

（吉野川医療センター） 産科婦人科 産婦人科医師 三谷　龍史 令和２年度

11 徳島大学病院 産科婦人科 産婦人科医師 吉田　あつ子 令和２年度

12 徳島大学病院 周産母子センター 助産師 大西　真理子 令和２年度

13 徳島大学病院 周産母子センター 助産師 橋本　綾 令和２年度

14 徳島大学病院 産科婦人科 産婦人科医師 岩佐　武 令和３年度

15 徳島県立中央病院 小児科 小児科・新生児医師 市原　裕子 令和３年度

16 徳島大学病院 小児科 小児外科 石橋　広樹 令和３年度

17 徳島大学病院 周産母子センター 助産師 田中　章子 令和３年度

*養成研修 ： 厚生労働省医政局「災害時小児周産期リエゾン養成研修」

令和３年徳島県災害時小児周産期リエゾン　名簿

6

6

5

徳島県災害児小児周産期リエゾン

職種内訳

産婦人科医 小児科・新生児医師 助産師


